
静かな室内空間の実現のために
“人の話し声が明瞭に聞こえる学校の教室、講堂そして公共空間”
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表１�t �Ã �ï �Ú�” �« �w、表２�t �  �ª �æ�µ �w�f �• �g �• �w

部屋の用途（種類)
所要残響時間

(秒)

階段室 1.3

廊下 0.9

学校�w教室 0.9±0.2

学校�w特別教室 0.6±0.2

学校�w体育室（容積3500�NÆÍ以下�ð 1.6±0.3

学校�w�µ �  �Û�ï �¬ �× �” �ç 2.0±0.3

幼稚園�¦ �” �Ó�ï �µ �Ö�” �µ 0.6

生産工場（室容積200�NÆÍ以下�ð 0.8±0.2

生産工場（室容積1000�NÆÍ以下�ð 1.3±0.2
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部屋の用途(種類)
所要残響時間

(秒)

基準室容積

(�NÆÍ)

幼稚園�ï育児室�ð 0.4～0.8 10～350

小学校

一般教室 0.4～0.8 72～195

小教室 0.3～0.6 14～30

図書室 0.5～0.8 29～210

演奏室�ï音楽�ð 0.4～1.2 72～320

視聴覚室 0.4～0.8 72～320

食堂 0.8～1.2 192～640

多目的�× �” �ç 0.8～1.4 296～1200

水泳�Ó�” �ç ＜2.0 241～720

台所 ＜1.5 54～240

中学校

一般教室 0.4～0.8 120～210

実習室 0.5～0.8 168～405

図書室 0.5～1.0 216～900

集会室�ï�× �” �ç �ð 0.8～1.1 925～4150

食堂 0.8～1.0 925～4150

体育室 1.0～1.5 1250～3300

舞踊室 0.6～1.2 432～640

演劇室 0.7～1.0 296～840

水泳�Ó�” �ç ＜2.0 300～3000

台所 ＜1.5 176～480

音楽室

音楽理論教室 0.4～0.8 120～210

音楽�µ �» �´ �¦ 0.5～1.0 38～150

演奏室 1.0～1.5 150～400

小講義室、実習室 0.3～0.6 14～30

�µ �» �´ �¦ 操作室�ï調整室�ð 0.3～0.5 19～60
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